11月ピアカウンセリング会

・この1ヶ月に熱が出たり体調を崩す方が多かったです。季節的にも風邪やインフルエンザが流行する季節なので注意が必要。
・違うGHに移り生活が快適になっている
・家族のことが気がかり心配。
・冗談のつもりでも時と場合により本人が不愉快に感じていたら、ダメなことではないか？→みんなで話し合う。
　　・他の事案でもあったのが、スタッフ同士の報連相がなっていない。
　　　スタッフの連携で防げることがある。
　　・冷静になってきた頃にしっかりと謝罪することは謝罪すべきだと思う。
　　・利用者(障害者)だけが悪いわけでもない。
　　・フェアな関係が大切。
　　・寄り添う姿を見せてほしい。
・手話ができない人とどうコミュニケーションを取ったら良いか？
　　利用者の同性同士で話したいがそれができない。
　　障害の種類で筆談も難しいかもしれないが、筆談できるよう小さいホワイトボードでやりとりさせてみることにしました。
・実習生も含め全員商品は大切に扱ってほしい。
・呼び方が気になる時がある。→みんなで話し合う。
　　・親近感。
　　・年上と年下でわけている。
・信頼関係。
・みんな平等に携わるようにしている。
・ヤングケアラー→このことで自分の障害発見が遅くなった。
この話をきっかけに家族とのことを話す。
・声かけが大切。
・相手を認める。
・優しく接する。
・家族に対しても美味しいです。を伝えている。
・やりたいことの意思表示は大切。
・お願いします。こまめにありがとうございます。を伝える。→満足感もある。
・少しの行動がスキンシップにつながる。
・言葉に出さずとも家族に対して何かしらありがとうはある。

以上
